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公
共
施
設
に
お
け
る
企
業
と

の
連
携
は
ま
だ
検
討
し
て
い
ま

せ
ん
が
︑
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

を
新
た
な
財
源
と
し
て
検
討
す

る
必
要
性
は
感
じ
ま
す
︒

教
育
長

　

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
で
は
︑
中
学
校
体
育
館
を
改

築
し
て
町
民
と
共
同
利
用
す
る

と
説
明
し
て
い
ま
す
︒
道
外
に

は
学
校
と
市
町
村
が
併
用
し
て

い
る
例
も
あ
り
ま
す
の
で
︑
調

査
し
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
︒

新「
町
民
体
育
館
」を
町
民
が
集
う
場
へ

中
学
校
と
の
併
用
の
可
能
性
を
調
査
す
る

問答問　
こ
れ
か
ら
の
施
設
は
町

民
誰
も
が
集
え
る
も
の
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
、
町
民
体
育
館
の
準
備

会
を
早
急
に
設
立
し
、
室
内
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
の
声
を
聞
く
必

要
が
あ
る
。
安
心
セ
ン
タ
ー
横

に
体
育
館
を
建
て
れ
ば
、
こ
の

エ
リ
ア
で
健
康
を
テ
ー
マ
に
し

た
空
間
が
で
き
る
。

　

中
学
校
の
体
育
館
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
体
育
館
を
共
同
で

活
用
し
、
社
会
教
育
と
分
け
て

考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
か
。

小
中
合
同
運
動
会
も
そ
の
延
長

線
上
に
あ
る
。

　

最
後
に
、
沼
田
町
出
身
者
が

関
わ
る
企
業
や
ス
ポ
ー
ツ
実
業

団
な
ど
に
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
で
協
力
し
て
も
ら
う
計
画
は

あ
る
の
か
。
町
長
、
教
育
長
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

　

準
備
会
が
今
す
ぐ

に
必
要
と
は
思
い
ま

せ
ん
が
︑
将
来
を
語
り
合
う
場

で
意
見
を
聞
く
こ
と
は
必
要
だ

と
思
い
ま
す
︒

　

町
民
体
育
館
に
つ
い
て
は
町

財
政
の
現
状
を
踏
ま
え
︑
令
和

５
年
度
以
降
に
中
学
校
体
育
館

と
の
合
築
の
可
能
性
も
含
め
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

久保 元宏
議員

　議員が定例会ごとに行う一般質問は、その後どうなったのか。シリ
ーズ第６弾は令和２年９月の定例会における篠原議員の一般質問です。
横山町長に迫ったコロナ対応の結果はどうなったのか。 質問する篠原議員質問する篠原議員

★その後の対応
　質問から１ヶ月後の第７回臨時会において
タブレット型無人体温測定器設置の補正予算
が提案され、ゆめっくる、暮らしの安心セン

ター、厚生クリニ
ック、ほたる館源
氏の宿・平家の宿
の５カ所で体温測
定ができるように
なりました。

　　感染症対策に安心・安全を優先すべき
 篠 原 　暁
　新型コロナウイルスの感染が拡大する中で、
役場や公共施設を利用する際に簡単に体温測定
ができれば町民の安心につながる。タブレット
型の体温測定器の導入を優先事項として検討す
ることはできないか。
　　 役場入口に消毒液を設置し、定期的な換気
も行っている。無人体温測定器は考えてい

ないが、安価な物も出ているようなので調査し
て検討する。

問

答

一般質問のその後を追う
第第６６弾弾

ゆめっくるの無人体温測定器ゆめっくるの無人体温測定器

シリーズ検証

解説　「ネーミングライツ」とは
　日本語に訳すると「命名 (ネーミング )権 (ライ
ツ )」となり、公共施設の名前に企業名やブラン
ド名を付ける権利のことを指します。これにより、
自治体は広告収入を得ることができます。日本で
は2003年に「東京スタジアム」が「味の素スタジ
アム」に変わったのが最初とされています。

老朽化が進む町民体育館老朽化が進む町民体育館
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８
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
議

会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
︑
主

に
３
項
目
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
︒

❶ 

町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
に
つ
い
て

　

議
会
の
活
性
化
や
議
員
の
な

り
手
対
策
な
ど
を
テ
ー
マ
に
町

民
の
皆
様
の
意
見
を
募
り
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
︑

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

❷
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
組
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報

収
集
が
日
常
化
す
る
中
︑
議
会

議会議会をを目指して目指して

に
お
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情

報
発
信
が
な
さ
れ
始
め
て
い
ま

す
︒

　

発
信
内
容
の
精
査
や
手
法
に

つ
い
て
議
論
を
行
い
︑
今
後
も

引
き
続
き
検
討
し
た
い
と
考
え

ま
す
︒

❸
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
︵
業
務
継
続
計
画
︶

に
つ
い
て
︑
災
害
時
や
感
染
症

な
ど
の
不
測
の
事
態
に
お
け
る

議
会
の
対
応
に
つ
い
て
資
料
の

説
明
を
も
と
に
情
報
収
集
と
検

討
を
行
い
ま
し
た
︒

議
会
モ
ニ
タ
ー

会
議

　

８
月
20
日
と
23
日
に
議
会
モ

ニ
タ
ー
会
議
を
行
い
ま
し
た
︒

　

こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
の
進

捗
状
況
の
説
明
を
行
い
︑
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
と
女
性
や
子
育
て
世

代
が
議
員
と
し
て
活
躍
す
る
に

は
︑「
社
会
や
家
庭
の
理
解
が

な
い
と
難
し
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
︒

議会改革特別委員会の様子議会改革特別委員会の様子

 沼田町議会モニター代表　長原　誠
　令和２年８月に議会改革特別委員会に於いて、沼
田町議会モニターが設置されその後、公募が行われ
10名の町民が令和２年８月29日に議会モニターに委
嘱されました。
　現在まで、議会改革特別委員会の皆様と共に議会
モニター会議への参加、定例会の傍聴などをしました。議会改革の取組内容も議会の運営から議員
の定数、報酬など20項目が示され、そのことについて検討を重ねております。
　会議の当初は、議員の皆さんとモニターの間に距離感がありましたが、会議を重ねることで発言
も活発になり、積極的な意見も出される様になってきています。
　町民に開かれた議会を目指すには、やはり町民との意見交換の場を持つことが必要と考えます。
　議会改革特別委員会では様々な取組が示されています。町民の皆様も議会モニターに応募して議
員の皆様とともに町づくりについて話してみませんか。

議会モニターの意見箱
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� 町民� 町民ととつながるつながる議会改革特別委員会

大
型
モ
ニ
タ
ー
で

町
民
と
つ
な
が
る

　

議
会
へ
の
関
心
を
高
め
た
い

と
い
う
考
え
か
ら
︑
大
型
テ
レ

ビ
モ
ニ
タ
ー
に
グ
ラ
フ
な
ど
を

映
し
て
傍
聴
者
に
分
か
り
や
す

く
内
容
を
伝
え
よ
う
と
︑
一
般

質
問
で
活
用
し
ま
し
た
︒

　

今
後
は
︑
議
場
だ
け
で
な
く
︑

リ
モ
ー
ト
会
議
や
研
修
な
ど
幅

広
く
利
用
し
て
い
き
ま
す
︒

ナ
イ
タ
ー
議
会
で

町
民
と
つ
な
が
る

　

平
日
の
日
中
に
行
わ
れ
る
定

例
会
で
は
︑
傍
聴
が
出
来
な
い

町
民
の
方
も
多
く
い
る
こ
と
か

ら
︑
昨
年
に
続
き
「
ナ
イ
タ
ー

議
会
」
を
第
３
回
定
例
会
に
て

開
催
し
ま
し
た
︒

　

午
後
６
時
か
ら
の
開
始
に
合

わ
せ
︑
仕
事
を
終
え
て
訪
れ
た

方
も
見
受
け
ら
れ
る
中
︑
３
名

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
︒

　

今
後
も
多
く
の
町
民
の
方
に

傍
聴
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
︑

創
意
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
︒

中
学
生
と

議
会
が
つ
な
が
る

　

11
月
に
行
わ
れ
る
「
子
ど
も

議
会
」
を
前
に
定
例
会
で
の
一

般
質
問
の
様
子
を
中
学
校
に
リ

モ
ー
ト
配
信
し
︑
３
年
生
の
生

徒
の
皆
さ
ん
に
議
場
の
雰
囲
気

を
伝
え
る
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
︒

　

教
室
で
生
徒
の
姿
を
見
守
る

米
倉
校
長
か
ら
は
︑「
身
近
で

自
分
た
ち
に
関
係
す
る
話
題
を

議
論
す
る
大
人
の
姿
は
︑
普
段

触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
政
治
や

議
会
を
体
感
し
学
ん
だ
こ
と
で
︑

社
会
に
対
す
る
責
任
と
自
覚
が

出
て
く
る
の
で
は
」
と
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
︒

.

議
会
と
議
会
が

つ
な
が
る

　

７
月
29
日
に
新
十
津
川
町
議

会
か
ら
10
名
の
議
員
が
来
庁
さ

れ
ま
し
た
︒

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
が
中

心
と
な
り
進
め
て
い
る
議
会
モ

ニ
タ
ー
制
度
や
議
会
サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
︑
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入

に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
︑
沼

田
町
議
会
が
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
だ
経
緯
の
説
明
を
も
と
に

互
い
の
議
会
に
よ
る
改
革
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
︒

大型モニターを利用した一般質問大型モニターを利用した一般質問

ナイター議会での傍聴席ナイター議会での傍聴席

教室のモニターで一般質問を中継教室のモニターで一般質問を中継

議会改革への思いを語る小峯議長議会改革への思いを語る小峯議長
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総
務
民
教
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査「
地
球
環
境
対
策
に
つ
い
て
」

　我が国では多くの生徒が高等学校に進学する状況の中で、中学生には進学先として多くの選択肢
を与えなければならないと考えるが、北海道が進める公立高等学校配置計画案での廃校や間口減に
よって、その選択肢は狭まっている。
　北海道の特性上、ＪＲを利用する高校生の通学者は多く、通学時間が長時間になるため特急券の
利用も併用している。
　高等学校教育の選択には、保護者の経済格差に加え、教育機関との距離的格差も生じている状況
にあり、地元に高校が存在しない自治体にとっては、重要な課題である。
　通学距離の格差や通学手段によって子どもたちの学校での部活動や学習時間への影響を最小限に
する為にも各交通機関の維持は重要である。
　また、通学による家庭への経済的な負担は、ＪＲなどの割引率が高い通学定期券によって軽減さ
れている現状にある。
　距離制の運賃体系により、住んでいる地域によって交通費が異
なるとはいえ、交通手段の違いで負担額に大きな差が出ては、教
育の機会均等の問題にもなりかねず、加えて、国が提唱するそれ
ぞれの地域で住みよい環境を確保し、活力ある日本社会の維持を
目指す「地方創生」の推進の足かせになりかねない。
　通学定期の割引販売が教育政策の一環として始められたのであ
れば、その割引コストは交通事業者が負担すべきものではなく、
国が教育予算として補うことが望ましいと考える。
　上記のことから、通学定期代の割引コスト負担は各交通事業者
任せではなく、国の予算で補填するように求める。

中間報告書からゼロカーボンシティ宣言までの動き
① 総務民教建設常任委員会では所管事務調査項目の地球環境対策について、広範
囲で長期間の調査になるので、令和３年３月の第１回定例会において中間報告
を提出しました。

② その要望の一部に、2050年温室効果ガス（二酸化炭素）実質排出ゼロを目指す
「ゼロカーボンシティの宣言」を望むと提言しました。

③ その後、常任委員会において引き続き議論がされ、６月の第２回定例会におい
て、脱炭素政策を加速させたい思いから一般質問を行うことで意見が一致しま
した。

④ 常任委員会からの代表質問の意味合いを込めて一般質問で「ゼロカーボンシテ
ィ宣言」を再度要望しました。

⑤ 町長をはじめ職員による内部会議を経て９
月の第３回定例会での宣言になりました。

空知管内では初めての宣言であり、今
後の計画で再生可能エネルギーによる
事業展開にも期待が寄せられています。

意見書 高校生の通学定期代割引負担を国に求める意見書

意見書について説明する大沼委員長意見書について説明する大沼委員長
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産
業
福
祉
常
任
委
員
会

　米を巡る情勢は、人口減少や食生活の変化などにより米の消費減少が加速する中、新型コロナの影
響で中食・外食重要が減少し、主産地の豊作も相まって民間在庫の滞留が深刻化している。
　ついては、農業者及び農業関連産業が次年度以降も安心して経営を継続するため、交付金のあり方
や補助制度の見直しと、コロナ禍による過剰米に対する市場隔離等を行い、需給調整を消費者に委ね
ている現状の米政策を国が積極的に関与し役割を果たすよう強く求める。
１．米の需給・価格安定に向けた対策の実施と米の消費拡大
　新型コロナウイルス感染症の影響により、業務用米などの消費が大きく減少し、需給が緩和してい
ることから、需要減少分に対しては国が政府備蓄米を追加で買い上げるなど市場隔離等を行うこと。
２．持続可能な農業経済対策の実施
　農業において新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の割当と、経営持続補助金を生産
規模や事業内容を勘案して実施することにより、次年度以降も生産可能な農業の維持を講ずる。
３．地域に合った経営基盤の強化
　農業資材や農機具及び施設に対する費用が高騰し、スマート農業の推進や次世代に向けた環境整備
の妨げになっている。現在、実施されている経営体育成事業の強
い農業・担い手づくり総合支援交付金は採択要件が厳しく地域の
中核的役割を担う農業者であっても採択されにくい状況である。
リース事業も導入し、地域の実情に即した要件に改編し、先進的
な農業を低コストで実現できる政策を講ずること。
４．政策的食料流通備蓄基地構想の実現
　需給調整の対策として、主食用米を市場隔離する目的だけでなく、
大規模災害の備えやＯＤＡでの援助米として国際貢献に活用する
ことができる。そのためには大規模な貯蔵施設での保管が必要で
あり、沼田町は雪冷房を利用した米の保管に実績があることからも、
環境に配慮した備蓄基地に適している。

北空知議会議長連絡協議会 会長　佐々木 康宏 様

 沼田町議会 議長　小 峯　　聡 　

要　　望　　書

１．オール北空知での応援メッセージを
　ＪＲ留萌本線存続に向けた活動として、北空
知１市４町の議会が結束力を示し、住民に向け
た応援メッセージを発信するよう要望します。

２．ＪＲ北海道応援イベントの開催
　「ＪＲ北海道応援イベント（仮称）」を既存の
事業やイベントのタイトルに加え、情報の共有
と事前周知に努め、地域住民の関心を高める活
動を行政に働きかけるよう要望します。

意見書 米の需給と持続可能な地域経済対策に関する意見書

　

産
業
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
︑

留
萌
本
線
沿
線
自
治
体
だ
け
で

な
く
︑
妹
背
牛
町
と
北
竜
町
を

含
め
た
北
空
知
１
市
４
町
の
共

通
理
解
と
連
携
を
深
め
る
た
め

に
︑
次
の
よ
う
な
要
望
書
を
北

空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
に

提
出
し
︑
賛
同
を
得
ま
し
た
︒

意見書について説明する上野委員長意見書について説明する上野委員長

石狩沼田駅での石狩沼田駅での
ハロウィンイベントハロウィンイベント

北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
に
要
望
書
を
提
出

北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
に
要
望
書
を
提
出
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◎
歳
入
決
算
額 

 

55
億
７
９
３
１
万
円

◎
歳
出
決
算
額 

 

54
億
４
０
２
０
万
円

◎
実
質
収
支
額 

 

１
億
３
７
２
０
万
円

◎
町
債
残
高 

 

36
億
３
４
２
４
万
円

◎
基
金
残
高 

 
36
億　

１
８
８
万
円

総
括
質
問

総
括
質
問

一
般
会
計

一
般
会
計

令和２年度決算
全会一致で認定される
令和３年１０月２１日～２６日
委 員 長　鵜野　範之
副委員長　篠原　　暁

決算特別委員会

挨拶をする鵜野委員長挨拶をする鵜野委員長

世
界
に
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　

世
界
に
発
信
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
名

称
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
け

で
終
わ
ら
せ
ず
、
雪
氷
桜
な
ど

の
情
報
発
信
で
知
名
度
を
上
げ

て
、
稼
ぐ
力
に
つ
な
げ
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　

雪
氷
桜
の
技
術
を

利
用
し
た
花
卉
の
生

産
は
︑
市
場
の
需
要
も
あ
り
ま

す
︒
商
標
登
録
も
含
め
︑
事
業

展
開
上
で
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
必
要
で
す
︒

　

雪
氷
桜
の
技
術
は

沼
田
町
し
か
持
っ
て

い
な
い
。
こ
れ
を
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
に
展
示
し

て
も
ら
え
ば
利
雪
技
術
の
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
が
る
。

　
　
　
　
　

積
み
重
ね
た
知
見

を
残
す
た
め
に
も
︑

町
民
の
皆
様
の
力
も
借
り
な
が

ら
今
後
も
雪
氷
桜
に
取
り
組
み
︑

将
来
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け

た
い
と
思
い
ま
す
︒

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
　
　

同
じ
状
況
下
で
納

税
額
が
半
減
し
た
の

は
沼
田
だ
け
。
受
付
体
制
整
備

よ
り
も
知
名
度
ア
ッ
プ
が
先
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
担
当
部
署

の
変
更
の
よ
う
な
大
胆
な
て
こ

入
れ
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

様
々
対
策
を
取
っ

て
き
た
が
結
果
と
し

て
数
字
が
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
︒

知
名
度
と
い
う
こ
と
で
は
︑
我

が
町
の
ふ
る
さ
と
大
使
等
の
協

力
を
受
け
る
な
ど
︑
見
せ
方
の

工
夫
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
︒

関
係
人
口

　
　
　
　
　

町
民
の
ニ
ー
ズ
が

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
人
選
に
活
か
さ
れ
て
い
た
の

か
。
関
係
人
口
を
増
や
す
た
め

に
、
町
内
外
の
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
に

ど
ん
な
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
き
た

の
か
。

　
　
　
　
　

い
ろ
ん
な
分
野
の

協
力
隊
員
も
元
を
た

ど
れ
ば
町
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い

て
い
る
と
言
え
ま
す
︒
Ｏ
Ｂ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
あ
っ
た
方
が

い
い
の
で
︑
後
押
し
は
し
て
い

き
ま
す
︒

非
常
用
発
電
機

　
　
　
　
　

２
年
度
に
設
置
さ

れ
た
非
常
用
発
電
機

の
活
用
に
つ
い
て
、
災
害
は
い

つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

緊
張
感
を
持
っ
た
運
用
を
し
て

ほ
し
い
。
３
カ
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
発
電
機
の
統
一
し
た
運

用
ル
ー
ル
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　

非
常
用
発
電
機
は

災
害
時
に
施
設
の
誰

も
が
操
作
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
し
︑
定
期
点
検
も
行
っ
て

い
ま
す
︒
統
一
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
今
後
作
成
し
ま
す
︒

郷
土
資
料

　
　
　
　
　

化
石
に
比
べ
る
と

郷
土
資
料
の
活
用
が

進
ん
で
い
な
い
。
空
き
ス
ペ
ー

ス
に
展
示
す
る
な
ど
、
今
す
ぐ

で
き
る
工
夫
の
余
地
は
残
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　

ど
こ
に
展
示
す
る

か
と
い
う
よ
り
展
示

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
。
そ
れ
は
今
の
状
態
で

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

大
切
な
財
産
な
の

で
し
っ
か
り
保
存
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒
現
在
建
物
の
一
部
を
借
用

し
て
い
ま
す
が
︑
今
後
に
向
け

て
研
究
・
展
示
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
き
ま
す
︒

教
育
長　
こ
れ
ま
で
も
各
施
設

を
利
用
し
た
展
示
は
進
め
て
き

た
が
︑
学
芸
員
に
力
を
発
揮
し

て
も
ら
い
対
策
を
考
え
て
い
き

た
い
︒
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令和２年度 沼田町一般会計等歳入歳出決算認定意見の集約

令和２年度 沼田町水道事業会計歳入歳出決算認定意見の集約

1沼田町のブランド力向上
　ふるさと納税寄付額の増加や移住希望者に移住先の候
補地として沼田町を選んでもらうためには、さらなる知
名度のアップが必要です。雪冷熱エネルギーの利用によ
る雪氷桜など沼田町のオンリーワン技術や財産を活かす
と共に、地域おこし協力隊ＯＢとの連携を続けることで
発信力を向上させる取り組みを引き続き望みます。

2郷土資料の適切な管理と活用
　過去の産業や文化の遺産は、沼田町民のみならず貴重
な人類共通の財産です。これを後世にしっかりと伝える
ために、いつでも資料に触れることのできる保存環境と
システムの整備を早急に行うと共に、多くの遺産を結び
つけるストーリーづくりが必要です。

　令和２年度の決算を認定するに当たり、決算特別委員会として次のような意見をまとめました。

　令和２年度においては、これまで80％以上を
維持してきた有収率が、前年度より9.3ポイン
ト下がり71.4％となった。これは水道管の老朽
化による漏水が原因と言える。将来負担を考
え、老朽化した管の改修などに加え、速やかな
漏水対策を望む。

郷土資料の仮収蔵状況郷土資料の仮収蔵状況

ま
る
ご
と
自
然
体
験

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　

設
立
準
備
予
算
が

ほ
ぼ
イ
ベ
ン
ト
で
消

費
さ
れ
た
。
収
益
化
や
ほ
た
る

館
と
の
連
携
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
進
め
た
の
か
。

　
　
　
　
　

地
域
の
資
源
を
活

用
し
て
稼
ぐ
力
を
付

け
る
た
め
の
準
備
を
し
て
き
ま

し
た
︒
将
来
サ
ポ
ー
ト
し
て
も

ら
う
人
材
育
成
を
行
っ
た
と
い

う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
︒
ほ
た
る
館
と

は
自
然
を
活
か
し
た
体
験
メ
ニ

ュ
ー
を
取
り
入
れ
た
宿
泊
パ
ッ

ク
な
ど
で
連
携
し
て
い
き
ま
す
︒

答弁をする横山町長答弁をする横山町長

暮らしの安心センターに展示された暮らしの安心センターに展示された
雪氷桜雪氷桜
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「
議
会
広
報
」

「
議
会
広
報
」

２
０
２
１
年
11
月
25
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　昨年から続く新型コロナウィルス感染症により通常
の営業がなかなか出来ない状況であり、各店では、売
上の減少による経営難が続いています。２年連続の夜
高あんどん中止、各イベントの中止、縮小、歓送迎会
の中止、縮小など料飲店には死活問題であります。
  しかし、沼田町は、近隣の町村のなかでも料飲店等
に対する経済対策（元気応援商品券第１～４など）を
スピーディーに対応していただいており、大変感謝し
ております。
  また、10月１日緊急事態宣言が解除されました。す
べてが解除とはいきませんが少しずつ経済活動が再開
され、２回のワクチン接種者も増え明るい希望も見え
てきました。コロナウィルスはすべて消えませんが、
私たち料飲店組合も安全対策をしっかり行い、うつさ
ない、うつらない努力をして皆様が安心して来店でき
るようにがんばりたいと思います。
　これからも沼田町料飲店組合をよろしくお願い致し
ます。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

皆様のご利用
お待ちしています！

広
報
特
別
委
員

長
野
時
敏
　
篠
原
　
暁

上
野
敏
夫
　
畑
地
　
誉

伊
藤
　
淳

　

１
回
目
の
東
京
五
輪
が
開
か
れ

た
60
年
代
は
︑
高
度
経
済
成
長
の

時
代
で
︑
三
大
都
市
圏
は
人
手
不

足
が
深
刻
に
な
っ
た
反
面
︑
農
村

部
で
は
人
口
が
増
え
す
ぎ
て
雇
用

の
受
け
皿
が
足
り
な
く
な
っ
た
よ

う
で
す
︒
農
村
部
は
機
械
化
で
農

業
生
産
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
︑

余
分
な
労
働
力
は
都
市
部
へ
と
人

口
が
大
移
動
し
た
頃
で
す
︒

　

今
は
地
方
創
生
の
時
代
︑
田
舎

へ
の
移
住
は
コ
ロ
ナ
禍
で
一
層
見

直
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
要
因
の
一

つ
に
は
「
心
の
豊
か
さ
」
を
求
め

る
人
々
へ
の
解
答
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
︒
今
年
２
回
目
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
︑
無
観
客
で
の

開
催
と
な
っ
た
こ
と
で
︑
経
済
的

な
豊
か
さ
か
ら
見
れ
ば
圧
倒
的
な

赤
字
で
終
わ
り
ま
し
た
︒

　

こ
の
ま
ち
に
住
ん
だ
ら
心
が
豊

か
に
な
れ
る
︑
沼
田
町
は
そ
ん
な

ま
ち
で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
︒

料飲店組合
� 組合長 山

やま

田
だ

昌
まさ

希
き

料飲店組合役員会 議題は感染拡大防止について料飲店組合役員会 議題は感染拡大防止について

川邊会長から優勝の記念品を川邊会長から優勝の記念品を
受け取る津川氏受け取る津川氏

　

毎
年
恒
例
で
あ
り
ま
す
退
任
議
員
と
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
10
月
19
日
に
20
名

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
︑
懇
親
会
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
︑
今
回
も
退
任
議
員
会
が
優
勝
と
な

り
ま
し
た
︒

＜成績発表＞
団体の部
　優　　勝　　退任議員会
個人賞　　　　　　　　　　スコア
　優　　勝　　津　川　　　均 氏　53
　２　　位　　野　　　道　夫 氏　54
　３　　位　　山　木　一　男 氏　55
　ドラコン　　大　沼　恒　雄 氏
　ニアピン　　上　野　敏　夫 氏
　ニアピン　　山　木　一　男 氏

〈お知らせ〉議会改革アンケ
ートを実施しますので、ご協
力をお願いします。

退
職
議
員
と
の
交
流
会

退
職
議
員
と
の
交
流
会


